
編集後記

本号は,二年続けた「グローバリゼーションとリージョナリゼーション」

研究の成果の特集号である。21世紀は大変な事件で幕を開けた。このワー

ルドトレードセンターに乗っ取られた航空機が突っ込むシーンを,私はタ

ンザニアからの帰国途中の9月12日朝,オランダ航空が千歳空港に給油

で着陸した際に,ロビーのテレビで見ることになった。グローバリゼーショ

ンに一端が,このような形でせまってこようとは想像もつかなかった。今

後の世界をどのようなものにしていくか,我々一人一人の立場が問われる

ことになると感じた。 (吉田昌夫)

グローバリゼーションは,確かに世界中に大きな"うねり"をもたらし

ているが,果たして私たちの生活体験や存在意識を豊かにしているであろ

うか。もしも,"グローバル・スタンダード"が特定のインタレストやナ

ショナリズムのみに基づくものであれば,人類はその"歪み"や"ひずみ"

に翻弄されることになるであろう。ポスト冷戦の時代と言いながらも,

"同時多発テロ事件"とアメリカの軍事行動をふりかえると,何かペシミ

スティックな気持ちになってしまうのは私だけであろうか。(河内信幸)

国際地域研究所の所長をつとめられた吉田昌夫先生が,ウガンダのマケ

レレ大学にお移りになることになった。東アフリカ随一の名門大学で,経

済史の教鞭を執られる。研究員一同,吉田先生のご健勝を心からお祈りし

たい。いまやアフリカも,そう遠くはない。あそびにいきますね!

(峯陽一)
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